
　
ア
ジ
ア
十
三
力
国
、
約
四

百
人
の
医
師
で
作
る
民
間
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
「
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
」

・
―
本
部
・
岡
山
市
、
哲
波
茂

代
表
（
四
五
）
＝
は
、
災
害
発
生

時
な
ど
に
「
ア
ジ
ア
多
国
籍

医
師
団
」
を
緊
急
派
遣
で
き

る
態
勢
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）

活
動
の
一
つ
で
、
来
年
五
月

か
ら
実
施
の
予
定
。
テ
ス
ト

ケ
ー
ス
と
し
て
今
月
末
か

　
岡
山
の
民
間

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ら
、
日
本
、
ネ
パ
ー
ル
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
三
力
国
医

師
団
を
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・

チ
ッ
タ
ゴ
ン
市
に
派
遣
。
五
、

六
人
が
Ｉ
チ
ー
ム
に
な
り
、

交
代
で
ミ
ャ
ン
了
Ｉ
難
民

　
（
こ
と
ぱ
欄
参
照
）
に
対
す

る
医
療
協
力
を
す
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
一
九
八
四

年
に
、
岡
山
市
で
内
科
医
院

を
経
営
す
る
菅
波
さ
ん
の
呼

び
か
け
で
設
立
。
会
費
や
企

業
か
ら
の
基
金
を
財
源
と
し

て
活
動
。
湾
岸
戦
争
難
民
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ピ
ナ
ツ
ボ
火

山
噴
火
被
災
者
救
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
留
学
生
な
ど
の
在

日
外
国
人
の
た
め
の
医
療
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

“s“s““’““¨’““’““s““¶来年５月から､災害時などＩ

　
三
力
国
医
師
団
の
第
一
次

チ
ー
ム
に
は
、
日
本
か
ら
は

津
曲
兼
司
・
菅
波
内
科
医
院

副
院
長
（
一
‘
一
双
）
ら
二
人
が
参

加
。
四
月
十
日
に
チ
ッ
タ
ゴ

ン
入
り
し
て
ネ
ゲ
ー
ル
の
医

師
ら
と
合
流
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
支
部
の
医
師

ら
と
共
同
で
医
療
キ
ャ
ン
プ

を
設
置
。
軍
事
政
権
下
に
あ

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
流
出
し

た
難
民
の
病
気
治
療
や
予
防

接
種
な
ど
に
あ
た
る
。
派
遣

費
用
は
五
百
万
円
を
目
標
に

募
金
す
る
。

　
医
師
団
派
遣
と
同
時
に
、

来
年
の
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師

団
事
業
実
施
に
備
え
て
ア
ジ菅波　茂医師

ア
各
地
で
の
「
拠
点
」

づく

り
に
取
り
組
む
。
儒
波
代
表

は
「
ア
ジ
ア
の
医
師
が
と
も

に
緊
急
医
療
援
助
に
汗
を
流

、
し
、
お
互
い
の
信
頼
感
を
育

て
て
い
き
た
い
。
日
本
の
国

際
貢
献
の
新
し
い
形
と
な
る

の
で
は
な
い
か
」
と
話
し
て

い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
事
務
局
（
０
８
６
２
・
8
4

　
・
７
６
７
６
＝
菅
波
内
科
医

院
内
）
。
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